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概要 特⻑

アプリケーションのポイント

近年、産業⽤モーターにおいてはエネルギー削減のため、従来の汎⽤型から⾼効
率およびプレミアム効率のモーターへの切り替えが推奨されています。
公共施設等に導⼊されている⼤型温⾵暖房機においても、従来の汎⽤モーターか
ら⾼効率モーターへの切り替えが進んでいます。省エネ法の規制により、汎⽤モー
ターの故障交換時には、⾼効率モーターへの切り替えが必要になったことも背景の1
つです。その⼀⽅で、設置後の市場トラブルが発⽣しています。
トラブルの原因は様々ですが、要因の⼀つとして⾼い突⼊電流があげられます。⾼
効率モータでは汎⽤モーターに⽐べて回転数と出⼒、電流値が⾼くなります。⼀般
にモータなどの誘導負荷の場合、定常電流の約5〜10倍の突⼊電流が想定され
ますが、⾼効率モーターになると、電流量はさらに⼤きくなります。（⼀例として、
2.2kWのモータにおいて最⼤170Apeak）
DL850Eと電流プローブを組み合わせることにより、⾼精度で電流波形を測定する
ことができますので、突⼊電流のピーク値、電流の過渡的変化を正確に把握、⾼
効率モーターの特性を検証し、設置時のトラブル対応を迅速に⾏うことができます。

大型温風暖房機の高効率モーター試験

⼤電流測定（ピーク、過渡的トレンド観測）
・500Arms、DC-2MHz帯域の電流プロープ（701931)をラインアップ。
・カーソルによるピーク電流の読み取り、定常状態までの過渡的検証可能。

多種の物理信号の同時測定、記録
・19種類のプラグインモジュールをラインアップ。
最⼤8枚まで組み合わせて実装可能。

⾼分解能測定
・最⼤16ビットの⾼分解能でデータを記録。

測定データをワンボタン操作で記録
・波形データと、測定画⾯イメージ（画像）データを1回のキー操作で同時
記録。設置場所での実測試験データを簡単＆確実に保存。

DL850E、⼤容量500Arms電流プローブを使って、突⼊電流の過渡的変化を
測定、記録できます。
DL850Eはロングメモリを搭載しているため、突⼊から定常状態に⾄る過渡的な
変化を⾼い時間軸分解能で測定、記録できます。画⾯に表⽰された電流波形に
カーソルを当て、ピーク電流値を数値で確認できます。縦軸分解能は最⼤16ビット
ですので、ピーク電流値を⾼分解能で読み取ることができます。
更に、DL850Eは全19種類の豊富な⼊⼒モジュールにより、ガス圧⼒、流量、温
度等を多CH記録することもできますので、モーター単体だけでなく、暖房機としての
評価試験にもお役に⽴ちます。
また、電源基盤回路のフローティング電圧波形観測などにも活⽤できます。
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DL850E/DL850EVの詳しい情報はこちら

http://www.yokogawa.com/jp-ymi/tm/Bu/DL850E/

